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産業考古学、その大学教育の現状と可能性





This study-note shows the discipline “Industrial Archaeology” on the university education in Japan(8 univer-
sities), UK (the Ironbridge Institute + the University of Birmingham : the Masters and Diploma programmes in
Heritage Management / Industrial Archaeology) and Germany (Technische Universitaet Bergakademie
Freiburg : Studienrichtung Industrie-archaeologie).
The status quo of “Industrial Archaeology” on the Japanese universities is so slim as compared with those
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 担当者 大学（高専含む） 学部・学科 学年・学期等 単位数
青木 栄一 駿河台大学 文化情報学部 3・4年／前期 2 単位
石田 正治 吉備国際大学 社会学部・文化財修復 1 年／集中 2 単位
国際協力学科
種田　 明 静岡文化芸術大学 文化政策学部 2 年／後期 2 単位
大島登志彦 群馬工業高専 機械・物質工学科　～2001 5 年（大学 1 年）／半期 1 単位
原田 　喬 群馬工業高専 機械・物質工学科　2002～ 〈高専の単位は大学の1／2〉
高橋伊佐夫 岐阜大学 工学部 全学年／前期 2 単位
玉川 寛治 東京国際大学 人間社会学部 1 年／通年
並川 宏彦 桃山学院大学 全学部（経済・経営・社会・文） 3・4 年／前期集中 4 単位
水野信太郎 北海道浅井学園大学 生涯学習システム学部・芸術メディア学科 2 年／後期
横山 悦生 名古屋大学 教育学部☆基礎セミナー 2 年以上／通年 4単位
「ものづくりと産業考古学｣
※2000年度までで終了
青木 栄一 1989‐埼玉大学 教育学部・社会教育総合課程 2～4 年／通年 4 単位
小山 徹 1992‐ 地方文化講座
大島登志彦 1996‐1999 〈講座カリキュラム改正で消滅〉
※関連講義（「産業遺産」の解説を多く含む）
石田 正治 名古屋芸術大学 （教育課程Ⅱ類）　｢技術史｣ 全学年／半期 2 単位
石田 正治 豊橋技術科学大学 生産システム工学系｢生産技術史入門｣ 全学年／半期 2 単位
川上顕治郎 玉川大学 工学部・機械工学科　｢技術史｣ 2 年／前期 2単位
堤　 一郎 東京経済大学 経済学部・経営学部　｢産業技術史｣ 3・4年；夜間2-4年／通年 4 単位
堤　 一郎 武蔵野美術大学 全学科（一般教育・単位互換可）｢近代技術史｣ 全学年／通年 4 単位
中川　 洋 東洋大学 全学部（教職課程選択必修科目）｢経済史Ⅰ」全学年／通年 4 単位
水野信太郎 北海道浅井学園大学 生涯学習システム学部・ 2年／後期 2 単位
健康プランニング学科「地域産業とまちづくり｣（専門科目）
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time postgraduate course in IA） は、マ
イケル・ストラットン（D r  M i c h a e l
Stratton）によって1981年から展開され、
1 9 8 2 年には博物館のオフィス外でも
〔フィールドに出て：種田補遺／〔 〕内以下
同じ〕講義教授された。研究所はそこ〔博物













産業遺産（IH）は、IA と HM の混合モデュー
ルで1993年から提供されている。そして
1996年に、このコース名は、本来の IA コー
スの最新改良版（an updated and up-
graded version of the original IA course）
として、その分野の専門的実習を目的とする
性格を帯びてきている。〔1997／98年は












































































































































Paul  Col l ins ,  M.Sc. ;M.Soc.Sc.











WoolwichのRoyal Arsenal West の
1950年代後半～60年代前半のビルの














直ちに English Heritage の委託で
Kings Cross と St Pancras, Chan-
nel Tunnel terminal の鉄道関連地の徹
底評価を同期生 Barry Jones と行った。
その後多数の IA プロジェクトに参画。5
年間 Dalmellington & District Con-
マネージャー
servation Trust のビル保存主事、最
近までレスター州の Moira Furnace 遺
産主事として勤務していた。彼は研究所
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○David de Haan MSc DIC FMA：所長
Deputy Director（博物館）、 Pro-
gram Director, HM
Dr Roger White BA PhD MIFA：学科
長
Academic Director, Research Fel-
low（考古学・古代学研究所／大学）
Tony Herbert BSc Dip Cons：講師
Curator of Ceramics（博物館）、HM
Janice Fletcher：事務／秘書






Dr Mark Patton （Head of Harrow
Business School ,  Un iv .  o f
Westminster）
Marylin Palmar （Professor of In-















試験を前にした 4 月の週は導入週（an Intro-


















第 1 週－A Transition and Early In-
dustries
第 2 週－Transport and the Indus-
trial Revolution
第 3 週－Second Thoughts - The
Consequences of the Industrial
Revolution





第 1 週－The Electric Revolution
第 2 週－The New Industries
第 3 週－Preserving the Recent
Past






















































































































all sectors Stewardship S u s t a i n a
の全部門において、執事職とか 維持可能




































M u s e u m
（current practice）、そして博物館の
C h a r g i n g
費用負担、スポンサーシップ、適切な遺
R e t a i l i n g
産の小部分売却のような現在の重要な論
点が十分に検討される。
　Module IV： Heritage Interpretation



























1997／98 Introduction Week 09.29.～10.03.
Module I : 10.06.～10.24.
Module II: 11.17.～12.05.




〔2003／04 09.29.～10.17 Heritage Con-
servation Management, HM & IA
11.17.～12.05 Business Man-





ments & Landscapes, IA only
02.23.～03.12. Heritage Inter-
pretation, HM only
03.15.～04.02. Managing the In-
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TU Bergakademie Freiberg の産業考古学専門家養成コース





＞　自然科学および技術学（※ 3 ） （42SWS）
＞　発掘実習 （6週間）
エクスカーション
＞　必修エクスカーション（見学研修） （ 2 日）
＞　第 4 セメスター修了後の、卒業資格第 1 次〈予備〉試験
（上記試験に合格すれば） 　Vordiplom（基礎学習修了証）



















（※ 1 ）「古物調査」は Archaeometrie（原語）の仮訳である。
（※ 2 ）SWS は Semesterwochenstunden（セメスター期間中の履修時
間数）のこと。22SWSは13週（ 1 セメスター）の間に合計22時
間受講するということを指す。
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産業考古学、その大学教育の現状と可能性
いても一科目・週 1 回講義は少なく、1 講






































先駆的業績は：Kenneth Hudson, Industrial his-






















































（11）“The TOMMY Forging links with the Ironbridge
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（Wolfhard Weber, Nationalkomitee der
Bundesrepubulik Deutschland in der I.U.H.P.S.,
Division of History of Science Taetigkeitsbericht
/ Report 1993-1996,Weinheim, 1997,SS.48-
49より）。[なお、見取り図は2003年現在：TICCIH
2003 Russia（ 7 月）でアルブレヒト教授から提
供されたものである。]
